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意見書 【全員賛成で可決】
問　

元
福
岡
地
区
の
浸
水
被

害
の
原
因
は
。

答　

10
月
22
日
の
総
雨
量
が

１
４
８
mm
と
大
量
の
雨
が
降

っ
た
と
こ
ろ
に
、
23
日
深
夜

か
ら
の
豪
雨
に
よ
り
新
河
岸

川
の
水
位
が
急
上
昇
し
た
た

め
、
江
川
流
域
都
市
下
水
路

の
樋ひ

門も
ん

が
閉
鎖
さ
れ
た
。
そ

の
後
も
雨
が
降
り
続
き
、
内

水
位
が
上
昇
し
被
害
が
発
生

し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

詳
細
は
川
越
市
と
設
置
す

る
第
三
者
検
証
委
員
会
で
検

証
す
る
。

問　

滝
、
中
丸
、
水
宮
、
川

崎
の
各
地
区
の
検
証
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

答　

内
水
解
析
に
よ
る
分
析

を
行
い
、
浸
水
被
害
の
防
止

に
努
め
る
。

原
因
の
究
明
を

問　

災
害
対
策
本
部
は
い
つ

設
置
さ
れ
た
の
か
。

答　

台
風
の
接
近
に
備
え
、

前
日
の
10
月
21
日
か
ら
警
戒

体
制
を
取
り
情
報
収
集
に
努

め
て
い
た
。
台
風
が
勢
力
を

保
っ
た
ま
ま
接
近
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
早
期

に
非
常
体
制
に
移
行
し
、
22

日
午
後
３
時
に
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
た
。

問　

避
難
に
際
し
て
、
要
配

慮
者
へ
の
対
応
は
。

答　

10
月
22
日
午
後
２
時
30

分
に
上
福
岡
公
民
館
を
避
難

所
と
し
て
開
設
し
た
。
午
後

６
時
40
分
に
関
係
自
治
組
織

の
会
長
へ
連
絡
す
る
と
と
も

に
、
防
災
行
政
無
線
で
避
難

準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

を
発
令
し
、
避
難
を
呼
び
か

け
た
。

問　

設
備
等
の
ハ
ー
ド
面
で

の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答　

元
福
岡
地
区
に
つ
い
て

は
、
第
三
者
検
証
委
員
会
な

災
害
時
の
市
の

対
応
は

今
後
の
対
策
は

ど
の
意
見
を
基
に
浸
水
対
策

案
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
江
川
流
域
都
市
下
水

路
か
ら
直
接
、
新
河
岸
川
に

排
水
で
き
る
よ
う
な
ポ
ン
プ

施
設
や
調
整
池
の
築
造
な
ど

を
県
や
国
と
協
議
を
し
て
い

き
た
い
。

　

滝
、
中
丸
地
区
に
つ
い
て

は
、
新
河
岸
川
に
接
続
し
て

い
る
雨
水
幹
線
の
ポ
ン
プ
ゲ

ー
ト
を
改
良
し
、
排
水
能
力

を
強
化
し
て
い
く
。

　

水
宮
、
川
崎
地
区
に
つ
い

て
は
、
臨
時
ポ
ン
プ
の
保
有

数
を
増
や
し
、
緊
急
時
の
ポ

ン
プ
設
置
箇
所
の
増
加
を
検

討
し
、
浸
水
被
害
の
軽
減
を

図
る
。
ま
た
福
岡
江
川
雨
水

幹
線
の
上
流
域
に
今
後
も
雨

水
貯
留
浸
透
施
設
を
設
置
す

る
。

問　

浸
水
住
宅
排
水
処
理
費

補
助
金
に
つ
い
て
限
度
額
を

３
万
円
ま
た
は
請
求
金
額
の

２
分
の
１
と
し
た
根
拠
は
。

答　

ベ

※

タ
基
礎
の
一
部
を
壊

し
排
水
す
る
ケ
ー
ス
は
約

平
成
29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）

 

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

ベ
タ
基
礎
等
の
床
下
浸
水

の
排
水
費
用
の
一
部
助
成

９
万
円
か
か
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
一
方
で
排
水
費
用
が

約
１
万
円
で
済
ん
だ
ケ
ー
ス

も
あ
り
様
々
で
あ
る
。

問　

２
ヵ
年
の
継
続
事
業
で

あ
る
。
完
成
時
期
は
。

答　

平
成
30
年
の
台
風
の
時

期
に
間
に
合
う
よ
う
に
と
考

え
て
い
る
。

問　

排
水
能
力
は
。

滝
ゲ
ー
ト
ポ
ン
プ
増
設
工

事
で
浸
水
被
害
の
軽
減
を

答　

１
分
間
当
た
り
60
㎥
を

排
水
で
き
る
。

問　

今
回
の
滝
、
中
丸
地
区

の
浸
水
量
は
。

答　

今
後
、
内
水
解
析
を
行

う
。

問　

内
水
解
析
が
完
了
し
て

い
な
い
段
階
で
、
予
算
計
上

す
る
理
由
は
。

答　

ゲ
ー
ト
ポ
ン
プ
が
特
注

品
で
納
品
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
。
そ
の
た
め
、
内
水
解

析
と
並
行
し
、
県
と
の
協
議

を
行
っ
て
い
く
。

問　

災
害
見
舞
金
が
旧
来
の

４
万
円
か
ら
７
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
床
上
浸
水
の
被

災
者
へ
支
給
さ
れ
る
。

　

床
下
浸
水
の
被
災
者
へ
支

給
す
る
考
え
は
。

答　

現
在
、
全
国
的
に
床
下

浸
水
の
被
災
者
へ
の
見
舞
金

を
支
給
し
て
い
る
事
例
が
な

い
。

災
害
見
舞
金
支
給
条
例

の
一
部
改
正

 

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

見
舞
金
を
７
万
円
に

引
き
上
げ

　定例会の最終日、議員提出議案とし

て「平成29年台風第21号による浸水被

害に関する意見書」が提出され、審議

の結果全員賛成で可決されました。

　意見書の内容は、先般の台風による

浸水被害者への支援や被害からの復

旧・復興事業に対する財政支援、そし

て新河岸川の河川整備の推進などにつ

いて、国からの支援を求める内容にな

っています。

　意見書は平成29年12月15日付けで

国の関係省庁に送付しました。

● 意見書の全文は市議会ホームページ

または議会図書室で閲覧することが

できます。

● ホームページへのアク

セスはこちらのQRコー

ドから。

急
が
れ
る
支
援
、水
害
へ
の
備
え
を

　

平
成
29
年
10
月
に
発
生
し
た
台
風
第
21
号
は
、
本
市
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
市
議
会

は
、
平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、
台
風
第
21
号
に
よ
る
本
市
の
被
害
状
況
と
そ
の
対
応
の
報
告
、

被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
の
補
正
予
算
及
び
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
浸
水
被
害
を
受
け
た
被
災
者
を
支
援
す
る
た

　

市
内
で
浸
水
被
害
を
受
け
た
被
災
者
を
支
援
す
る
た

め
の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
、
災
害
見
舞
金
支
給
条
例

め
の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
、
災
害
見
舞
金
支
給
条
例

の
改
正
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

の
改
正
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

早
期
の
復
旧
と
今
後
に
向
け
た
万
全
な
備
え
を

― 

報
告
第
26
号　

台
風
第
21
号
に
よ
る

 

本
市
の
被
害
状
況
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て 

―

◆
報
告
第
26
号
に
対
す
る
質
疑

青　

藍　

会　

大
築　
　

守 

議
員

青　

藍　

会　

山
田　

敏
夫 

議
員

日
本
共
産
党　

床
井　

紀
範 

議
員

公　

明　

党　

川
畑　

京
子 

議
員

信　

政　

会　

鈴
木
啓
太
郎 

議
員

信　

政　

会　

谷　
　

新
一 

議
員

無　

所　

属　

民
部　

佳
代 

議
員

浸
水
被
害
の
被
災
者
へ
の
支
援
策

復旧・復興への後押しを国へ要望

※ベタ基礎：建物の底板一面を鉄筋コンクリートで支える基礎

元福岡地区に隣接する江川流域都市下水路も
大きな被害を受けた

浸水被害を受けた元福岡地区

滝、中丸地区の被害状況

水宮地区の被害状況


